
北工区

種 別 規　　格 単位 全　　体 補　　助 単　　独

99.700 78.300 21.400

199.40 156.60 42.80 舗装工で計上

舗装工で計上

99.70 78.30 21.40

237.95 198.32 39.63

189.02 160.24 28.78

237.95 198.32 39.63

5.00 3.93 1.07 Ａｓ

Ｃｏ

95.560 74.535 21.025

9.48 7.38 2.10

20 15 5

5 4 1

2 2

7 6 1

21.400 21.400

44.500 44.50

33.800 33.80

21.400 21.400

78.300 78.30
再生粗粒度
Ａｓ ｔ＝3ｃｍ 99.70 78.30 21.40
路 盤 工

再 生 砕 石 99.70 78.30 21.40
路 盤 工

再 生 砕 石

φ２００

φ２００

舗
装
仮
復
旧

工 仮 復 旧 工

ｺﾞﾑ輪受口
カラー 個

ｍ

１段設置

土

留

工 軽量（アルミ製）
支 保 工

下流

H=3.00m

ｍ2

アルミ製 矢 板

H=3.50m ｍ

路盤　ｔ＝37ｃｍ

本

残     土     処     分

土

工

舗 装 取 壊 (As) ｍ2

残     塊     処     分 ｍ3

管

布

設

工

管

材

料

自在曲管

マンホー
ル継手φ
200

φ２００

上流

個

本

個

個

ｍ2

ｍ3

ｍ3

人　　　力

人　力

個

本

ｍ

ﾏﾝﾎｰﾙ工で計上

本

舗 装 取 壊 (Co)

ｍ

掘　　削

As ｔ＝3ｃｍ　舗装工で計上

ｍ3

As ｔ＝5ｃｍ　舗装工で計上

人　　　　力

機　　械

ﾊﾞｯｸﾎｳ
0.10

舗 装 切 断 (As) ｍ

舗 装 切 断 (Co) ｍ

機　　械

ﾊﾞｯｸﾎｳ
0.10

再生クラッ
シャーラン

ﾊﾞｯｸﾎｳ
0.20

搬入土

埋戻し土

ｍ

H=1.50ｍ

厚＝100

本

H=2.50m

ｍ

H=2.00m

本

φ２００

φ２００

ｍ3

ｍ3

ﾊﾞｯｸﾎｳ
0.20

ｍ3

ｍ3

φ２００

ｍ3

ｍ

工　　種 管　　　渠　　　工　　　（リブ付き管　径２００mm）

細　　別

路　線　番　号

摘　　　要

路　　 　線　　　　延　　　　長

２段設置

φ２００

岩魂・玉石切崩し

ﾊﾞｯｸﾎｳ
0.10

ｍ3

再生砕石　基礎工

管　体　延　長

変化率考慮

プレーン
エンド直
管

可とう性
人孔継手

ｺﾞﾑ輪受口
片受直管

埋 戻 し

ｍ2
表層

φ２００

ｍ

ｍ

ｍ3

ｍ3

ｍ

路盤　ｔ＝12ｃｍｍ2

人力土工

ｍ3

φ２００

φ２００

φ２００

再生砕石

再生砕石

ﾏﾝﾎｰﾙ工で計上



A B C D E F G I J K L P N O Ｒ Ｓ

㎜ m m m m m m m3 m m m m3 m3 m3 m3 m m3 -m

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

11A1 1

11A1 1

11A1 1

.

C-D A×E×F A×F×K A×F×R

A×F×砕石厚

ｍ3 ｍ3 ｍ3 C-I-J-埋戻砕石 L÷0.9(普通土）機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.20 133.34

0.4000.100 1.801

1.932

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.35

埋戻工（再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ）
人　　　　　力

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.10

舗

装

復

旧

厚

補助事業

残

土

量

67.41 53.62

19.40

53.62

19.40 24.76

0.400

2.301 2.251

67.41 0.1002.432 2.382

M.1-41

M.1-41

既M.1-40

φ200R

0.050

0.050 1.0002.611

2.268

2.333

2.253

2.305

2db

2da M.1-42

11.000

28.300

2da M.1-43 26.600 3.018φ200R
M.1-42 2.591

1.000 24.76

合　　計

参

考

掘

削

深

管 渠 土 工 数 量 計 算 書

備

考

掘

削

土

量

掘

削

高

165.45 133.34

60.3273.28

路

線

番

号

舗

装

厚

既設舗装

平

均

掘

削

深

掘

削

深

さ

掘

削

幅

埋

戻

し

高

人

孔

番

号

掘

削

延

長

管

径

砕

石

基

礎

高

埋

戻

し

土

量

良

質

土

流

用

再

生

砕

石

切

崩

し

深

さ

切

崩

し

量

岩魂・玉石

埋  戻  し  土  量

60.32

掘　　　削　　　工
人　　　　　力

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.10

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.20 165.45

0.20

0.20

0.20

165.45

73.28

掘

削

機

械

バックホウ

容　量

65.900

0.100 0.400

人　　　　　力

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.10

φ200R

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.35
133.34

埋　　　戻　　　工

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.20

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.35

2.805 0.050

その、1-1

2.755 1.000

人力土工

133.34
※岩魂・玉石層地表
より-0.0m以下

1:普通掘削
2:切崩し土工



(H=1.00)

Ｈ＝ Ｈ＝ Ｈ＝ Ｈ＝ （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ）

Ｌ1 Ｌ2 Ｌ3 Ｌ4
m m m m m m m m m m m m m m m m m m

11A1

2.50 5.410 3.00 5.590 3.50 4.00

11A1

2.50 3.710 3.00 24.590 3.50 4.00

11A1
3.00 13.010 3.50 13.590 4.00 4.50

※矢板値入長は20㎝と考える。

補助事業

矢
板
施
工
長

矢
板
施
工
長

矢
板
施
工
長

矢

板

長

矢
板
施
工
長

矢

板

長

H=1.50

1.00～1.30 3.50～3.801.00～2.002.00～3.50

2  段

26.600

28.300

（ 参 考 数 値 ）

13.010

2da

2.301

既M.1-40

2.333

26.600
26.600

m

2.80～3.303.30～3.80

m

h

m

矢

板

長

H

H=3.00

1.30～1.80

H2

28.300

M.1-41

M.1-42

2.268M.1-41 11.0002db

2.253 2.611 0.3582.432

43.190

65.90039.300

26.600
13.590

28.300

28.300

11.000

3.710 24.590

11.000

11.0005.410 5.590

0.065

M.1-43 26.600 0.4272.5912da 2.805
M.1-42

65.900

3.018

|H1-H2| H=2.00素 掘 り

0.50～1.00

3  段

備

考

路

線

番

号

H=4.00

1.80～2.302.30～2.80

H=2.50 H=3.50 1  段

65.900
13.590

m

合　　計

土 留 工 数 量 計 算 書

人

孔

番

号

路

線

延

長

L

下

流

m

H1

土　　　　　　　　　　　　　留　　　　　　　　　　　　　工

矢

板

長

支 保 工

ア　　ル　　ミ　　　製    　　  矢    　　   板

１ ス パ ン 当 り 土 留 工 別 施 工 長掘 削 深

上

流

平

均

その、1-2



A B C D E G H I J

㎜ m m m 本 m m m m2 m3 個 個

11A1

11A1

11A1

VP

A-B ｜

∑E÷4.0＝ 本 A-G H×I ├ ─ ─────┐

∑E÷4.0＝ 本 掘削幅×砂基礎高－管渠外径断面 ｜ 直管接続カラー

本 本 用 個 個

0.750

エ
ン
ド
直
管

補助事業

人

孔

番

号

人

孔

形

状

人

孔

・

継

手

に
よ
る

路

線

番

号

1

27.550 1 10.100 2.74

ヶ所 ヶ所
下 流
ヶ所

1

自
在
曲
管

2

1

2

6 3.550 0.900 27.400

1.010.1000.750 10.250

M.1-422da

5

1

備　　　　　　　　　　　　　　考

下 流

受
け
口
カ
ラ
ー

標準部

本

管体延長
φ200R 63.650 ｍ

1

人

孔

に

よ

る

基

礎

断

面

マ
ン
ホ
ー

ル

上 流副管部

防

護

工

2.250 0.900

28.300

10.100

φ200R

再

生

砕

石

量

組立0号

可
と
う
性
継
手

ヶ所

2da M.1-43
M.1-42

6.322.250 2.700 63.2007.65063.650 14.000

組立0号

11.0002db φ200RM.1-41 組立0号

M.1-41 組立0号

既M.1-40 組立0号

合　　　　計

1.850 0.900 25.700 2.576 0.10026.600 0.750 25.850φ200R組立0号

基

礎

減

長

基

礎

延

長

再 生 砕 石 基 礎 工埋　　　設　　　管　　　渠

L=0.5mL=4.0m L=4.0m

片

受

け

直

管

マ
ン
ホ
ー

ル

継

ぎ

手

プ
レ
ー

ン

上流

本

ゴ

ム

輪

受

口

管

体

延

長

F

下流

人

孔

間

距

離

管

渠

呼

び

径

管

渠

減

長

65.900

管 渠 数 量 計 算 書

片受け直管
φ200R 14 2ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝ

ﾄﾞ直管

｜

｜

｜

5φ200Rφ200R

その、1-3



その、1-4

補助事業

131.800

65.900

3.300

65.900

L B L×２ L×B L×B×ｔ L×B L×B L×B L×B 65.900

(m) (m) (m) (m2) (m3) (m2) (m2) (m2) (m2)

11A1 既M.1-40

2db M.1-41 11.000 1.000 ｱｽﾌｧﾙﾄ(1) 22.000 11.00 0.55 11.00 11.00

11A1 M.1-41

2da M.1-42 28.300 1.000 ｱｽﾌｧﾙﾄ(1) 56.600 28.30 1.42 28.30 28.30

11A1 M.1-42
2da M.1-43 26.600 1.000 ｱｽﾌｧﾙﾄ(1) 53.200 26.60 1.33 26.60 26.60

65.900 131.800 65.90 3.30 65.90 65.90
t=15㎝表層工（仮復旧）

表層工（本復旧）

m

m
2

m
3

m
2

m
2

m
2

m2

階段工

t=3㎝

表層工（本復旧）

路盤工（本復旧）

表層工（仮復旧）

m
2

m
2

m
2

m
2

m
2

m
2

t=5㎝

m

m
2

m
3

路盤工（本復旧）

m
3

t=37㎝ m
2

t=3㎝ m
2

取

壊

し

工

路　　　　盤　　　　工

表層工（仮復旧）

ｱｽﾌｧﾙﾄ(1)

t=5㎝ m

t=5㎝ m
2

切　　　断　　　工

取　壊　し　面　積

ｶﾞ　ﾗ　処　分　量

舗

装

種

別

備　　　　考

仮

復

旧

人

孔

番

号

ガ

ラ

処

分

本

復

旧

切

断

工

本

復

旧

表　　　　層　　　　工

仮

復

旧

人

孔

間

距

離

ｱｽﾌｧﾙﾄ(3)

表層工（本復旧）

路盤工（仮復旧）

路

線

番

号

t=5㎝

t=5㎝

t=5㎝

t=12㎝

路盤工（本復旧）

取　壊　し　面　積

路盤工（仮復旧）

t=15㎝

t=10㎝

t=15㎝

t=15㎝

ｶﾞ　ﾗ　処　分　量

ｶﾞ　ﾗ　処　分　量

取　壊　し　面　積

路盤工（仮復旧）

合　　計

切　　　断　　　工

切　　　断　　　工

舗　　装　　数　　量　　計　　算　　書

掘

削

幅



A B C D E F G I J K L P N O Ｒ Ｓ

㎜ m m m m m m m
3

m m m m
3

m
3

m
3

m
3

m m
3

-m

11A1 1

11A1 1

11A1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

.

C-D A×E×F A×F×K A×F×R

A×F×砕石厚

ｍ3 ｍ3 ｍ3 C-I-J-埋戻砕石 L÷0.9(普通土）

補助事業

埋  戻  し  土  量 人力土工
路

線

番

号

人

孔

番

号

管

径

掘

削

延

長

掘

削

深

さ

良

質

土

流

用

再

生

砕

石

切

崩

し

深

さ

切

崩

し

量

参

考

掘

削

深

備

考

その、2-1

管 渠 土 工 数 量 計 算 書

既設舗装
岩魂・玉石

平

均

掘

削

深

舗

装

厚

掘

削

高

掘

削

幅

掘

削

土

量

掘

削

機

械

砕

石

基

礎

高

舗

装

復

旧

厚

埋

戻

し

高

バックホウ

容　量

埋

戻

し

土

量

残

土

量

M.1-43 2.998

2da M.1-44 φ200R 4.100 2.947 2.973 0.050 2.923 1.000 11.98 0.20 0.100 0.420 2.453 10.06 11.98 10.06

M.1-44 2.947

2da M.1-45 φ200R 3.100 2.901 2.924 0.050 2.874 1.000 8.91 0.20 0.100 0.400 2.424 7.40 8.91 7.40

M.1-45 2.421

2da +5.20 φ200R 5.200 2.285 2.353 0.050 2.303 1.000 11.98 0.20 0.100 0.400 1.853 9.44 11.98 9.44

0.050

合　　計
12.400 32.87 26.90 32.87 26.90

掘　　　削　　　工 埋　　　戻　　　工 埋戻工（再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ） ※岩魂・玉石層地表
より-0.0m以下人　　　　　力 人　　　　　力 人　　　　　力

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.10 機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.10 機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.10 1:普通掘削
2:切崩し土工機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.20 32.87 機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.20 26.90 機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.20 26.90

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.35 機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.35 機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.35



(H=1.00)

Ｈ＝ Ｈ＝ Ｈ＝ Ｈ＝ （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ）

Ｌ1 Ｌ2 Ｌ3 Ｌ4
m m m m m m m m m m m m m m m m m m

11A1

3.50 4.100 4.00 4.50 5.00

11A1

3.50 3.100 4.00 4.50 5.00

11A1

2.50 0.570 3.00 4.630 3.50 4.00

※矢板値入長は20㎝と考える。

補助事業

掘 削 深 １ ス パ ン 当 り 土 留 工 別 施 工 長 土　　　　　　　　　　　　　留　　　　　　　　　　　　　工 支 保 工

矢
板
施
工
長

矢

板

長

路

線

番

号

その、2-2

土 留 工 数 量 計 算 書

1.80～2.30

人

孔

番

号

路

線

延

長

ア　　ル　　ミ　　　製    　　  矢    　　   板 備

考

矢
板
施
工
長

矢

板

長 2.30～2.802.80～3.303.30～3.801.00～2.002.00～3.503.50～3.80

下

流

上

流

平

均

1  段 2  段 3  段

0.50～1.001.00～1.301.30～1.80

矢
板
施
工
長

矢

板

長

矢
板
施
工
長

|H1-H2| 素 掘 り H=1.50 H=2.00
矢

板

長

L H1 H2 H h

m m m m m

H=2.50 H=3.00 H=3.50 H=4.00

M.1-43 4.100

2da M.1-44 4.100 2.998 2.947 2.973 0.051 4.100 4.100

M.1-44 3.100

2da M.1-45 3.100 2.947 2.901 2.924 0.046 3.100 3.100

M.1-45

2da +5.20 5.200 2.421 2.285 2.353 0.136 5.200 5.200

合　　計
7.200

12.400 5.200 7.200 12.400

（ 参 考 数 値 ）



A B C D E G H I J

㎜ m m m 本 m m m m
2

m
3 個 個

11A1

1

11A1

1

11A1

VP
2

A-B ｜

∑E÷4.0＝ 本 A-G H×I ├ ─ ─────┐

∑E÷4.0＝ 本 掘削幅×砂基礎高－管渠外径断面 ｜ 直管接続カラー

本 本 用 個 2 個

補助事業

埋　　　設　　　管　　　渠 再 生 砕 石 基 礎 工

その、2-3

管 渠 数 量 計 算 書

防

護

工

可
と
う
性
継
手

受
け
口
カ
ラ
ー

に
よ
る

管

渠

減

長

路

線

番

号

人

孔

番

号

管

体

延

長

ゴ

ム

輪

受

口

片

受

け

直

管

プ
レ
ー

ン

エ
ン
ド
直
管

マ
ン
ホ
ー

ル

上流

自
在
曲
管

L=4.0m L=0.5m 標準部副管部 下 流

ヶ所
ヶ所 ヶ所

下 流
ヶ所

継

ぎ

手

人

孔

に

よ

る

基

礎

減

長

基

礎

延

長

基

礎

断

面

再

生

砕

石

量下流

マ
ン
ホ
ー

ル
備　　　　　　　　　　　　　　考

上 流L=4.0m
F

人

孔

形

状

管

渠

呼

び

径

人

孔

間

距

離

人

孔

・

継

手

本 本

M.1-43 組立0号

2da M.1-44 塩ﾋﾞ60L φ200R 4.100 0.735 3.365 3.365 0.450 3.650 0.063 0.23 1

M.1-44 塩ﾋﾞ60L

2da M.1-45 塩ﾋﾞMH φ200R 3.100 0.570 2.530 2.530 3.100 0.100 0.31

M.1-45 塩ﾋﾞMH

2da +5.20 無し φ200R 5.200 0.210 4.990 1 0.990 5.200 0.100 0.52

112.400 1.515 10.885 1.000 6.885
合　　　　計

0.450 11.950 1.06

｜

｜

2 ｜
ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝ
ﾄﾞ直管

φ200R 2
管体延長

φ200R 10.885 ｍ
片受け直管

φ200R 1 φ200R 1



その、2-4

補助事業

24.800

12.400

0.630

12.400

L B L×２ L×B L×B×ｔ L×B L×B L×B L×B 12.400

(m) (m) (m) (m
2
) (m

3
) (m

2
) (m

2
) (m

2
) (m

2
)

11A1 M.1-43

2da M.1-44 4.100 1.000 ｱｽﾌｧﾙﾄ(1) 8.200 4.10 0.21 4.10 4.10

11A1 M.1-44

2da M.1-45 3.100 1.000 ｱｽﾌｧﾙﾄ(1) 6.200 3.10 0.16 3.10 3.10

11A1 M.1-45

2da +5.20 5.200 1.000 ｱｽﾌｧﾙﾄ(1) 10.400 5.20 0.26 5.20 5.20

12.400 24.800 12.40 0.63 12.40 12.40

切　　　断　　　工 t=5㎝ m

路　　　　盤　　　　工 表　　　　層　　　　工

舗　　装　　数　　量　　計　　算　　書 ｱｽﾌｧﾙﾄ(1)

路

線

番

号
表層工（仮復旧） t=3㎝ m

2

人

孔

番

号

人

孔

間

距

離

掘

削

幅

舗

装

種

別

切

断

工

ｶﾞ　ﾗ　処　分　量 t=5㎝ m
3

路盤工（本復旧）

備　　　　考
路盤工（仮復旧） t=37㎝ m

2

ガ

ラ

処

分

取　壊　し　面　積 t=5㎝ m
2

仮

復

旧

本

復

旧

仮

復

旧

取

壊

し

工

本

復

旧

m
2

表層工（本復旧） m
2

ｱｽﾌｧﾙﾄ(3)

切　　　断　　　工 t=5㎝ m

取　壊　し　面　積 t=5㎝ m
2

ｶﾞ　ﾗ　処　分　量 t=5㎝ m
3

路盤工（仮復旧） t=12㎝ m
2

表層工（仮復旧） t=3㎝ m
2

路盤工（本復旧） m
2

表層工（本復旧） m
2

階段工

切　　　断　　　工 t=15㎝ m

取　壊　し　面　積 t=15㎝ m
2

ｶﾞ　ﾗ　処　分　量 t=15㎝ m
3

路盤工（仮復旧） t=10㎝

合　　計
表層工（仮復旧） t=15㎝

m
2

m
2

路盤工（本復旧） m
2

表層工（本復旧） m
2



A B C D E F G I J K L P N O Ｒ Ｓ

㎜ m m m m m m m3 m m m3 m3 m3 m3 m m3 -m

1

1

1

1

11A1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

.

C-D A×E×F A×F×K A×F×R

A×F×砕石厚

ｍ3 ｍ3 ｍ3 C-I-J-埋戻砕石 L÷0.9(普通土）機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.20 28.78

埋戻工（再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ）
人　　　　　力

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.10

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.35

人

孔

番

号

掘

削

延

長

単独事業

平

均

掘

削

深

管 渠 土 工 数 量 計 算 書

バックホウ

良

質

土

流

用

再

生

砕

石

岩魂・玉石

掘

削

高

掘

削

幅

残

土

量

砕

石

基

礎

高

埋

戻

し

土

量

路

線

番

号

掘

削

深

さ

管

径

舗

装

復

旧

厚

埋

戻

し

高

39.63 28.78 28.7839.63

掘

削

土

量

合　　計
21.400

φ200R2da

+5.20

M.1-46 21.400

2.285

1.518 1.902 0.42039.631.000 0.1001.852 28.781.382 39.63

舗

装

厚

既設舗装

掘

削

機

械

0.050

掘　　　削　　　工 埋　　　戻　　　工
人　　　　　力 人　　　　　力

容　量

0.20

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.10 機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.10

機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.20 機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.20 28.7839.63
機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.35 機械ﾊﾞｯｸﾎｳ0.35

その、11-1

※岩魂・玉石層地表
より-0.0m以下

1:普通掘削
2:切崩し土工

埋  戻  し  土  量 人力土工
切

崩

し

深

さ

切

崩

し

量

参

考

掘

削

深

備

考

28.78



その、11-2

(H=1.00)

Ｈ＝ Ｈ＝ Ｈ＝ Ｈ＝ （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ）

Ｌ1 Ｌ2 Ｌ3 Ｌ4
m m m m m m m m m m m m m m m m m m

11A1

2.00 7.860 2.50 13.540 3.00 3.50

※矢板値入長は20㎝と考える。

単独事業

（ 参 考 数 値 ）

矢
板
施
工
長 0.50～1.00

21.400

H=4.00

1.30～1.80 2.30～2.802.80～3.30

H=3.00

h

1.00～1.30

矢

板

長

矢
板
施
工
長 1.00～2.002.00～3.50

|H1-H2| 素 掘 り 1  段 2  段

掘 削 深

H1

人

孔

番

号

平

均

土 留 工 数 量 計 算 書

+5.20

路

線

番

号

m

上

流

m

路

線

延

長

下

流

L

m

21.400

21.400
合　　計

支 保 工

3  段

１ ス パ ン 当 り 土 留 工 別 施 工 長 土　　　　　　　　　　　　　留　　　　　　　　　　　　　工

ア　　ル　　ミ　　　製    　　  矢    　　   板
矢

板

長

矢
板
施
工
長

矢

板

長

矢
板
施
工
長

矢

板

長 3.50～3.80

7.960

21.4002da M.1-46 1.5182.285 1.902 0.767 21.400

21.400

mm

HH2

備

考

H=2.00

1.80～2.30 3.30～3.80

H=3.50H=1.50 H=2.50

7.960



その、11-3

A B C D E G H I J

㎜ m m m 本 m m m m2 m3 個 個

11A1

A-B ｜

本 A-G ├ ─ ─────┐

本 H×I ｜ 直管接続カラー

本 掘削幅×砂基礎高－管渠外径断面 用 個 個
本 本 用 個 個

φ200R

単独事業
管 渠 数 量 計 算 書

人

孔

番

号

人

孔

形

状

人

孔

間

距

離

21.400

プ
レ
ー

ン

上流 下流

マ
ン
ホ
ー

ル

エ
ン
ド
直
管

基

礎

減

長

基

礎

延

長

継

ぎ

手

管

渠

減

長

管

体

延

長

基

礎

断

面

F

本 本

再 生 砕 石 基 礎 工埋　　　設　　　管　　　渠

L=0.5mL=4.0m L=4.0m

片

受

け

直

管

ゴ

ム

輪

受

口

再

生

砕

石

量

2da

+5.20 無し

M.1-46 組立0号 0.1000.375 21.025 5 1.025 20.9500.450

0.450 20.950

ヶ所 ヶ所

備　　　　　　　　　　　　　　考

ヶ所

下 流 上 流

可
と
う
性
継
手

標準部

人

孔

に

よ

る

ヶ所

副管部

防

護

工

マ
ン
ホ
ー

ル

管

渠

呼

び

径

路

線

番

号

人

孔

・

継

手

に
よ
る

2.10

自
在
曲
管

ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝ
ﾄﾞ直管

φ200R 1
φ150 φ150

管体延長 φ200R 21.025 ｍ
φ150 ｍ

片受け直管

2.100.37521.400

1

合　　　　計
5.000

φ150
φ200R 5

∑E÷4.0＝

1

∑E÷4.0＝

1.02521.025

φ200R 1

1

受
け
口
カ
ラ
ー

｜

｜

｜



その、11-4

単独事業

42.800

21.400

1.070

21.400

L B L×２ L×B L×B×ｔ L×B L×B L×B L×B 21.400

(m) (m) (m) (m2) (m3) (m2) (m2) (m2) (m2)

11A1 +5.20

2da M.1-46 21.400 1.000 ｱｽﾌｧﾙﾄ(1) 42.800 21.40 1.07 21.40 21.40

21.400 42.800 21.40 1.07 21.40 21.40
表層工（仮復旧）

t=15㎝

階段工

切　　　断　　　工 m

表層工（本復旧）

ｶﾞ　ﾗ　処　分　量

舗　　装　　数　　量　　計　　算　　書

路

線

番

号

人

孔

番

号

人

孔

間

距

離

路盤工（仮復旧）

掘

削

幅

本

復

旧

仮

復

旧

t=3㎝表層工（仮復旧）

取　壊　し　面　積

ｶﾞ　ﾗ　処　分　量

t=10㎝

t=15㎝

t=15㎝

t=15㎝

m2

m3

m2

取　壊　し　面　積

路盤工（仮復旧）

ガ

ラ

処

分

m3

切　　　断　　　工 t=3㎝

t=3㎝

t=3㎝

t=10㎝

m2

路盤工（本復旧） m2

m2

表層工（本復旧）

合　　計

ｱｽﾌｧﾙﾄ(1)

切　　　断　　　工

取　壊　し　面　積

ｶﾞ　ﾗ　処　分　量

m

m2

m3

t=5㎝

t=5㎝

m2

備　　　　考

取

壊

し

工

舗

装

種

別

t=5㎝

m2

m2

m2

t=37㎝

t=3㎝

切

断

工

本

復

旧

表　　　　層　　　　工

仮

復

旧

路盤工（仮復旧）

表層工（仮復旧）

路盤工（本復旧）

表層工（本復旧）

路　　　　盤　　　　工

m2

路盤工（本復旧） m2

m2

m2

m

m2

ｱｽﾌｧﾙﾄ(3)



種 別 規　　格 単位 全　　体 補　　助 単　　独

4 3 1

1 1

3 3

4 3 1

0.06 0.04 0.02

122.7 86.1 36.6

1 1

3 2 1

2 1 1

1 1

1 1

2 1 1

2 2

1 1

1 1

1 1

2 2

4 3 1

3 1 2

4 4

Ｔ－２５ 個

Ｔ－１４

 30㎝

VＰφ200

P

PB

150㎝

180㎝

150㎝

調整モルタル 特殊ﾓﾙﾀﾙ
ｍ
3

個

個

Ｈ＝4.00ｍ以下

ブロック据付工

鉄蓋及び受け枠

Ｈ＝2.00ｍ以下

Ｈ＝3.00ｍ以下

マ

ン

ホ

ー

ル

ブ

ロ

ッ

ク

削　　　　　孔

PRPφ200 箇所

ｍ

箇所

箇所

個

個

㎏

個

マ ン ホ ー ル 設 置 箇 所 箇所

躯　　　    体

個

個

 60㎝

180㎝ 個

箇所

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

45㎜

 5㎝

10㎝

平　均　人　孔　深　さ

工　　種 マ ン ホ ー ル 工　（組立0号マンホール）

細　　別

路　線　番　号 開　削　工　路　線

摘　　　要

斜　　　    壁
45㎝

TP

60㎝

調 整 リ ン グ

調 整 金 具
25㎜

15㎝

箇所

個

底　　　    版

直　　　    壁

30㎝

個

個

 60㎝

 90㎝

120㎝

 90㎝

120㎝

VUφ150

個

箇所



種 別 規　　格 単位 全　　体 補　　助 単　　独

5 4 1

3.19 2.48 0.71

1.23 0.91 0.32

0.55 0.43 0.12

2.44 1.88 0.56

0.06 0.06

0.06 0.06

7 1

3 1 2

PRPφ200

箇所

箇所

推進工用可とう性継手 ＶＵφ200

外 副 管 箇所
副管工計算書　参照

副 管 工
内 副 管 箇所

可とう性継手

ＶＵφ150 箇所

ｍ
2インバート型枠

ｍ
2

既設人孔インバート含む

インバートコンクリート
18-8-40
（高炉）

底 部 工
(ｲﾝﾊﾞｰﾄ)

基礎砕石

モルタル上塗り工 配合１：２

細　　別 摘　　　要

既設インバートCo取壊し ｍ
3

底

部

工

ｍ
2

工　　種 マ ン ホ ー ル 工　（組立0号マンホール）
路　線　番　号

既設インバートCo残塊処分 ｍ
3

開　削　工　路　線

箇所0号マンホール

箇所

ｍ3

ｔ＝20㎝

小型Ⅱ



調

管 管 落 角 管 落 角 整

差 度 差 度 高 SF Ｔ- Ｔ-
種 種 種 60 14 25 ｉ t1 t2

㎜ 度 ㎜ 度 ㎜ 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 ％ ㎜ ㎜ ㎜
0 0

0 0

0 0

0 0

PRP

0 0

PRP

0 0

PRP

0 0

0 0

ｍ
3 1 2 1 1 2 1 1 1 1 2 3 165

ｍ3 0.002
3 1 2 1 1 2 1 1 1 1 2 3 165

㎏ 0 HP ： SF
PRP ： 130

→ 7 個 VU ：
→ 個 D ： ※使用ブロックは一例であり現場状況等により変更する事。
→ 1 個 VP ： ※調整リングは必ず使用する。

（補助事業）

ﾏﾝﾎｰﾙ可とう性継ぎ手

小
計

（おどり場直壁）

特殊モルタルの計算

0.040管種 数量

4

合
計

　平均人孔深さ

W=2153㎏/ｍ3

Ｖ=0.245ｍ3×Σ㎜

φ200
φ150

VP φ200200 VU 200

11A1
2da

34

62

受け枠高さ ｸﾞﾗﾝﾄﾏﾝﾎｰﾙﾞ

数量

1

69

モ
ル
タ
ル

特

殊

M.1-
41
11A1
2da

46.910

M.1-
42

既設
M.1-40

11A1
2db

11A1
2db

塩 ビ 管
塩 ビ 管の

管種
外 圧 管

推 進 管
塩ビ推進管

Ｈ＝

Ｖ＝

備

考

M.1-
43

44.186

200 PRP 3

略号

46.410

2.502

2.224

2.909

47.470 44.581 20

44.581 20

44.428 20

49

管径 管種 数量

組合せ順序

組合せ順序

組合せ順序

PRP 43.801

組合せ順序

組合せ順序

径
㎜

管底高
ｍ

組合せ順序

組合せ順序

組合せ順序

組合せ順序

1

底 版

P

備

考

躯 体 ﾌﾞ ﾛ ｯ ｸ

調
金
整
具

301801509060 90 150 12060 15

直              壁 斜     壁

45 6030 105

上
流
側
高

調　整　高ブ ロ ッ ク 類

TP

ふ
た

受
け
枠

25 45

調整リング
下
流
側
高

番 号

副　　　　　管

㎜

マ ン

ホール

地盤高さ

マンホール

路　線

番　号

流　　入　　管

ｍ

径

㎜

管底高

ｍ

径

180PB

角

度

の

略

図

流　出　管
流
入
路
線
番
号

120

道
路
勾
配

200

150 VU

200 PRP

200

200

44.408

44.561

200

PRP

200

200
44.266 80

14

42 1

○

○

↑

1

1 1 1

1

1

11 1 1

1 1 11 1 1

管種

流　 　 出　 　 管

200 PRP

取　　　　　　付　　　　　　管　　　　　　数　　　　　　量

管径

150 VU 1

管径

マ　　ン　　ホ　　ー　　ル　　計　　算　　書

流　　　入　　　管

組立0号マンホール

150 VU

深　　さ

PRP

○

↑

↑

Ｗ＝ 86.12



調

管 管 落 角 管 落 角 整

差 度 差 度 高 SF Ｔ- Ｔ-
種 種 種 60 14 25 ｉ t1 t2

㎜ 度 ㎜ 度 ㎜ 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 ％ ㎜ ㎜ ㎜
0 0

0 0

PRP

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

ｍ
1 1 1 1 1 1 69

ｍ3 0.001
1 1 1 1 1 1 69

㎏ 0 HP ： SF
PRP ： 130

→ 1 個 VU ：
→ 2 個 D ： ※使用ブロックは一例であり現場状況等により変更する事。
→ VP ： ※調整リングは必ず使用する。

Ｗ＝ 36.60

流
入
路
線
番
号

○

流　出　管

150 VU 2

管径

組立0号マンホール

150 VU

流　 　 出　 　 管

200

マ　　ン　　ホ　　ー　　ル　　計　　算　　書

流　　　入　　　管

200 VU

11 1 11

↑VU150

150

49

番 号

11A1
2da

角

度

の

略

図

副　　　　　管

底 版
径

6030

上
流
側
高

120 10

組合せ順序

組合せ順序

組合せ順序

180PB

備

考

躯 体 ﾌﾞ ﾛ ｯ ｸ

60

モ
ル
タ
ル

特

殊

15深　　さ

㎜

マ ン

ホール

地盤高さ

マンホール

路　線

番　号

流　　入　　管

ｍ

径

㎜

管底高

ｍ

調　整　高ブ ロ ッ ク 類

TP 25 45

調整リング
下
流
側
高

直              壁 斜     壁

45

径
㎜

管底高
ｍ

200

45.231

組合せ順序

P 60 90

調
金

組合せ順序

53018015090150

道
路
勾
配

整
具

120

ふ
た

受
け
枠

46.640

組合せ順序

組合せ順序

組合せ順序

組合せ順序

管径 管種 数量

1.409

取　　　　　　付　　　　　　管　　　　　　数　　　　　　量

管径 管種 数量

VU

VP

　平均人孔深さ

W=2153㎏/ｍ3

Ｖ=0.245ｍ3×Σ㎜

Ｈ＝

Ｖ＝

略号

塩 ビ 管
塩 ビ 管の

管種
外 圧 管

推 進 管
塩ビ推進管

φ200

0.017管種 数量

PRP

69
1

合
計

備

考

200 VP 200

1

M.1-
46

（単独事業）

ﾏﾝﾎｰﾙ可とう性継ぎ手

小
計

（おどり場直壁）

特殊モルタルの計算

φ150
φ300

受け枠高さ ｸﾞﾗﾝﾄﾏﾝﾎｰﾙﾞ



名  称 規  格 形   状 単位 全体 補助 単独 摘  要

 塩ビ製小型ﾏﾝﾎｰﾙ カ所 2 2

 インバート 起点 個

(VUφ200) ストレート 個

15° 曲がり右 個

15° 曲がり左 個

30° 曲がり右 個

30° 曲がり左 個

45° 曲がり右 個

45° 曲がり左 個

60° 曲がり右 個

60° 曲がり左 個 1 1

75° 曲がり右 個

75° 曲がり左 個

マルチ 個 1 1

くら型支管 個

自在継ぎ手 φ200 15° 個

マルチ立管 φ300 m 2.642 2.642

マルチ接続立管 φ300 m 0.642 0.642

 立          管 φ300 （本） 1 1

m 2.433 2.433

 人  孔  鉄  蓋 T-14 組 2 2

T-8 組

 内          蓋 組 2 2

 タフコン台 個 2 2

マ ン ホ ー ル 工　（塩ビ製小口径人孔）
路線番号
工　　種



塩ビ製小口径人孔 数量計算書 （補助事業）
路 マ マ 部品

ン ン マルチ マルチ

線 ホ ホ 管 管 イ ン バ ー ト 自在 立管 接続 立管

｜ ｜ 径 底 径 底 落 角 本 起 中 継手 立管

番 ル ル 高    VU 高 差 度 管 点 間 (15°)

番 深 T14 T8 径 KT ST 右 左 右 左 右 左 右 左 右 左 ﾏﾙﾁ φ300 φ300 φ300
号 号 m mm m mm m m 度 組 組 mm 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 m m m

11A1
2da

M.1-44 2.838 VU200 47.602 VU200 47.602 118 1 200 1 2.433

11A1
2da

M.1-45 2.792 VU200 44.618 VU200 45.098 0.480 118 1 200 1 2.642 0.642

H=0.60m H=1.40m

H=0.80m H=1.60m H=0.30m

H=1.00m H=1.80m H=0.60m 2 2.433

H=1.20m H=2.00m 1 H=0.90m 200 1 1 2.642 0.642 1 本

く
ら
型
支
管

　 　　流  出  管 流   　　入　　   管

マルチ立管長

合
計

ゴム輪立管

200-300

4515 30

蓋+受枠

インバートマ ン ホ ー ル 部 品

60 75

屈曲点



１／2

規　　格 単位 全　　体 補　　助 単　　独

13 8 5

3 1 2

7 6 1

3 1 2

35.38 24.33 11.05

11.39 6.96 4.43

10.58 6.46 4.12

19.14 14.03 5.11

6.24 3.88 2.36

35.01 24.11 10.90

13 8 5

13 8 5

6 3 3

13 8 5

桝

個横　型

縦　型

高さ調整管
H=150

横　型

桝　設　置　工
(材料別途)

(機械) ﾊﾞｯｸﾎｳ0.1ｍ3

高さ調整管
H=300

傾斜型

個

埋

戻

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ ｍ3

ｍ3

ｍ3

購入土

購入砕石 (人力)

個

桝　設　置　工
(材工共)

H=1.5m以下

縦　型

箇所

箇所

標準型

傾斜型

H=1.5m以上

個

材

料

費

桝

個

個

個

桝

工

φ
1
5
0

2
0
0

蓋

桝

工

φ
1
0
0

2
0
0

箇所

個

材

料

費

高さ調整管
H=450

個

VUソケット

個

標準型 個

個

個

個

個

高さ調整管
H=450

汚　水　桝　設　置　工 

工　　種 取 付 管 (リブ付き本管取付）及 び 桝 工

箇所

箇所

路　線　番　号

摘　　　要

箇所

箇所

箇所

細　　別種 別

汚水桝及び取り付け管布設延長

3ｍ未満

12ｍ未満

5ｍ以下

再生CRｍ3

ｍ

ｍ

ｍ3

ｍ3

汚　水　桝　平　均　深　さ 
φ100-200

φ150-200

流用土土

工 購入砕石

保護砂

ｍ3

掘　　削

ｍ3発 生 土 処 理

(機械)

再生コンクリート砂

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ

ﾊﾞｯｸﾎｳ0.1ｍ3

(人力)

(機械)

(人力)

φ100-200

φ150-200

蓋

個

桝　設　置　工
(材工共)

H=1.5m以下

H=1.5m以上 箇所

桝　設　置　工
(材料別途)

VUソケット

高さ調整管
H=300

高さ調整管
H=150



2／2

規　　格 単位 全　　体 補　　助 単　　独

48.81 30.26 18.55

--- 

3.75 3.78 3.71

13 8 5

10 10

13 8 5

13 8 5

5 3 2

8 5 3

32.30 20.10 12.20

VUφ150

路　線　番　号

埋設明示シート

個

取

付

管

工

ｍ

VUφ150

すべて単独にて計上

VUφ100

ゴム輪受口曲管
30～60°

ゴム輪受口曲管
75°

材

料

費

個

L=4.00m

本

本

L=4.00m

L=4.00m

L=4.00m

φ150-200

VUφ100

VUφ150

VUφ150

VUφ100

VUφ100

VUφ100

VUφ150

ゴム輪受口曲管
０～15°

取付管延長

自在メカロック支管

１箇所当り平均取付管長

種 別

管布設・支管等取付工

φ100-150 個

工　　種

VUφ100

VUφ150

箇所

ｍ

ｍ

ｍ

取 付 管 及 び 桝 工

細　　別

ｍ

箇所

摘　　　要

本

本

個

個

個

個

個

マンホール計算書参照

個

個

個

個

異径ソケット

マルチ支管

VUφ100 個

個

個

個

VUφ150

VUφ150

ゴム輪受口ｶﾗｰ

可とう性人孔継手

ゴム輪受口片受直管

VUφ150

塩ビ管用φ100

VUφ100
ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ直管・残管

塩ビ管用φ150

VUφ100

VUφ150

VUφ100
キャップ



　　30°～60°
個

8 ヶ所

※　一般的に横型汚水桝を標準とする。

90°支管 ∑÷4.0＝ m

1

11A1 2da

1

H =

自在

150 300 450

標
準
型

1

本 1.0m以下 1.5m以下 2.0m以下

ゴム輪片受直缶(L=4.0m)

5

30.26 3 88 0.605

桝平均高さ

0.085

0.285

1

2.67 0.900

0.235 1

1

ゴ
ム

輪

片

受
直

管

　　90°　　90° 　0°～15°
4.00m

ゴ
ム

輪

受

口
カ

ラ
ー

可
と
う
性
人
孔
継
手

ゴ ム 輪 受 口 曲 管

異

径

ソ

ケ

ッ

ト

マ

ル

チ

支

管
　　75°

0.850

1

1

1

90 2.90 2.67 2.67 1

1

11

1

坂本 2.77 0.8502.7711

1 11.1500.971 1

11A1 2da

11A1 2da 87 13.10安達

11A1 2da 88 5.20 4.97南田

2.87

1

11A1 2da 89 3.00

4.97

2.87

2.77

86 3.10西 0.85011

111A1 2da 85 5.00 4.77 1 1 1.100 1ミロワール

11A1 2da 84 3.30吉井 3.07 3.07 1 13.071 1

個m一般 一般m 一般 --

　汚 水 桝 及 び 取 付 管 数 量 計 算 書

L L1 L2

取

付

延

長

布

設

長

取

付

管

縦

管

長
L-X

汚

水

桝

番

号

設

置

個

所

名

自在メカロック
支 管

取

付

長

合

計

L0
mm m --一般

路

線

番

号

路線番号

塩ビ
管用

塩ビ
管用

150-200 100-150

4.77 1

白石

2.87 2.87 1

1

1 12.87

11

山根 6.276.276.5011A1 2da 91

個 個

1

0.950

0.77

2.871

1 11

1

０号人孔取り0.9002.27

合　　計
32.10 30.26 7 8 18.26 7.5508 3

補助事業

管    　　材  　　  料  　　  φ １ ５ ０

MKDR

セ

ッ
ト

塩
ビ
汚
水
桝

横型 H =

自在 一般 自在 個 本個

φ150

H

キ

ャ

ッ

プ ｿｹｯﾄ

傾
斜
用

汚　　　　　　　　　　　　水　　　　　　　　　　　　桝　

桝

蓋

取
付
管
形
式

桝

深

さ 縦型

MK

個 個

φ200

VU
ICO-H ICO-HKF

m

桝

未

設

置

調

整

管

桝

高

さ

直 管

6 ヶ所 2 ヶ所

直

管

・

残

管 H =

備

考

桝
高
調
整
管

m個 個 個 個 個 個



0.05

40.20

t t1 t2 t3
m m m m m 18.04

0.90

17.17

18.04

03 1

1.000 0.050 0.030 0.370
03 1

1.000 0.050 0.030 0.370
03 1

1.000 0.050 0.030 0.370 0.100
03 1

1.000 0.050 0.030 0.370
03 1

1.000 0.050 0.030 0.370
03 1

1.000 0.050 0.030 0.370
03 1

1.000 0.050 0.030 0.370
03 1

1.000 0.050 0.030 0.370

0.000

.
ｍ 桝控除量 = 0.037 m2 普通土

86

埋  戻
土  量

埋　　　　　　　戻　　　　　　　工
本

管

土

被

り

カ

ッ
タ
ー

切
り

m

保護砂

m3

V4=K2-

0.037*h1-
0.021*α

路　盤

A2=

B3×L2

V2=

(B1+(0.365*0.
2+B1)/2*0.36
5-0.021)*L2

m3m2

0.35

0.72

3.60

M.1-42

1.600 3.030 0.8184

2.49 1.28 1.885 4.930

2.12 1.23 1.675 4.730

h=(h1
+h2)/2

m

2.49 0.98 1.735 2.830

2.12 0.98

α＝宅内延長

1.08

M.1-41

α=1.00

0.72

M.1-43

0.95

0.77

1.00

0.72

1.550 2.830

M.1-41

M.1-42

M.1-42

0.83 1.20

M.1-43

合　　計
32.10

掘削平均深さ

13.700

m
2表層工（仮復旧）

m
2路盤工（仮復旧）

m
2表層工（仮復旧）

As

切　　断　　工 m

取 壊 し 面 積 m
2

m
2路盤工（仮復旧）

m
3ｶﾞ ﾗ 処 分 量

m3 m3m3

切　　断　　工

ｺﾝｸﾘｰﾄ

取 壊 し 面 積 m
2

m
2表層工（仮復旧）

ｶﾞ ﾗ 処 分 量

m

m
3

m
2

路盤工（本復旧）

m
2

切　　断　　工 m

未舗装

取 壊 し 面 積

m
2

路盤工（仮復旧）

m
2

路盤工（本復旧） m
2

表層工（本復旧）

表層工（仮復旧）

1.78

m
2

ｶﾞ ﾗ 処 分 量 m
3

路盤工（仮復旧） m
2

6.230 10.005.000 0.55 0.90291

1.05 1.800.290.5589 3.00 2.49 0.98 1.735 2.730

2.630 1.70

4.50

α=1.00

1.500

1.400 1.98

1.920.31 2.04

M.1-42

90 2.90 2.49 1.03 1.760

1.97

4.94

0.88 1.660.31

1.370.780.55

1.310.783.10

87 3.10 1.12

85

1.600 0.55 0.860 1.383.20 1.68

2.27

1.800

1.020.885 3.107.00 4.010.68 3.58

1.49

α=1.00

3.500 0.55

2.123.30 2.081.060.55 0.870

α=1.00

1.97 0.87 1.94

4.05 2.95

1.57

α=1.00

搬

入

土

機　械

K1+k2-v4/0.9(V3+V4)/0.9

埋  戻
土  量

機　械 人　力

V3=(B1+B2)×

1/2×h×L2
-A1×ｔ1-A2
×t2-0.021*L2

-V2

掘削土量

掘　　　　　削　　　　　工

下 幅 上 幅 控除量 掘削土量

m m m

α=1.00

3.700 0.55

α=1.00

0.897 1.44 1.943.201.600

0.55 0.902 1.262.80 1.73

6.50 1.7602.49 1.03 0.776.164.51

α=1.00

0.97

1.07

0.897 1.35 1.823.00 1.280.78

3.594.300.83

0.27 1.01

0.710.927 3.43 4.987.40 3.27 3.05

A1=B2×L2

m3m3m2m

M.1-42

M.1-43

M.1-43

M.1-42

M.1-42

M.1-41

5.00

5.20

M.1-42

M.1-4388

3.88 14.03 24.1122.776.4629.940 20.100 17.176.9618.0440.20 24.33

m
2表層工（本復旧）

6.134.84

路線番号

桝

番

号

人

孔

番

号

m m

舗       装        構       成

既

設

表

層

表

層

工

舗

装

種

別h1ｈ2

延

長

L

補助事業　汚 水 桝 取 付 管 土 工 計 算 書

本

線

掘

削

幅

m

B2=h×0.2
+0.55

備

考

人　力

平

均

掘

削

深

取付管 舗装部

延 長 掘削長さ

K2=
(B1+(h1*0.2+

B1))/2*h1*(L1-

L2))

K1=(B1＋B2)

×1/2×ｈ×
L2-A1×t

掘　　削　　幅

As

As

As

As

As

As

As

As

L1=

L+Y-(B/2)

舗装取壊し

埋

戻

砕

石

路

盤

工

控    除    量

舗装工

桝

設

置

深

残

土

処

理

土工延

B1=0.55

L2=L-

b/2-α



　　30°～60°
個

2 ヶ所

※　一般的に横型汚水桝を標準とする。

90°支管 ∑÷4.0＝ m 1.5m以下

0.085 12

1.87 1

ゴム輪片受直缶(L=4.0m)

1.0m以下1 本 桝平均高さ

4.20 3.74 3.74 22 2 3.74 1.850

2 ヶ所

2.0m以下

2
合　　計

1 1.87 0.900 1 11.87 1

1 0.0851.87 1.87 1 11 1.87 0.950 1 1

11A1 2da 93 田代 2.10

11A1 2da 92 松本 2.10

個 個個一般 -- 個 個個一般一般 自在 個 個 個m m m m 本 m m 個一般 --

　　75°
個 個一般 自在自在 個 m

450

H =

桝

未

設

置

4.00m φ150

横型 縦型

マ

ル

チ

支

管

ゴ
ム
輪
受

口
カ
ラ
ー

可
と
う
性
人
孔
継
手

自在メカロック
支 管

ゴ ム 輪 受 口 曲 管

塩ビ
管用

塩ビ
管用

φ200 ｿｹｯﾄ

取
付
管
形
式

セ

ッ
ト

塩
ビ
汚
水
桝

標
準
型

調

整

管

桝

高

さ

直 管 VU

桝

蓋

ICO-H

管    　　材  　　  料  　　  φ １ ５ ０ 汚　　　　　　　　　　　　水　　　　　　　　　　　　桝　

備

考

傾
斜
用H = H =

　汚 水 桝 及 び 取 付 管 数 量 計 算 書

異

径

ソ

ケ

ッ

ト

（可とう性）

路線番号

桝

深

さ

単独事業

L2 L0

150 300 ICO-HKF

桝
高
調
整
管

縦

管

長

取

付

長

合

計

路

線

番

号

汚

水

桝

番

号

設

置

個

所

名
150-200 100-150

　　90°　　90° 　0°～15° H
MK MKDR

取

付

延

長

L L1

布

設

長

取

付

管
L-X

ゴ
ム
輪
片

受
直
管

直

管

・

残

管

キ

ャ

ッ

プ



0.05

2.40

t t1 t2 t3
m m m m m 0.98

0.05

0.94

0.98

0.100

0.000

03 1

1.000 0.050 0.030 0.370
03 1
1.000 0.050 0.030 0.370

.
ｍ 桝控除量 = 0.037 m2 普通土

合　　計
4.20

2.10

2.705

掘削平均深さ

2.40 0.98 1.07 1.70 0.48 1.58

表層工（本復旧） m2

2.29 1.01
m2路盤工（本復旧）

3.660 1.200 0.94 0.23

1.20 0.491.65 1.830 0.6001.340 As1.03 0.55 0.818 1.11 0.500.23 0.770.53 0.83 0.47 0.12M.1-4693
表層工（仮復旧） m2

M.1-45 α=1.00

m2
M.1-45

1.202.10 1.65 1.365M.1-46 1.830 0.600 0.55 0.823

ｶﾞ ﾗ 処 分 量

0.49 0.54 0.87 0.47 0.12 0.25 1.18 0.510.81
路盤工（仮復旧）

92 As1.08

α=1.00

m3

m2取 壊 し 面 積

m切　　断　　工

未舗装

m2表層工（本復旧）

路盤工（本復旧） m2

表層工（仮復旧） m2

m2路盤工（仮復旧）

ｶﾞ ﾗ 処 分 量 m3

取 壊 し 面 積 m2

切　　断　　工 m

ｺﾝｸﾘｰﾄ

路盤工（仮復旧） m2

m2表層工（仮復旧）

表層工（仮復旧） m2

m2路盤工（仮復旧）

ｶﾞ ﾗ 処 分 量 m3

m m m
3

m
3

m
3

m
3

m
2

m
3

m
3

m
3

m
2m m m m

人

孔

番

号

m2
L

備

考

掘　　　　　削　　　　　工

m
V4=K2-

0.037*h1-
0.021*α

B1=0.55

人　力
機　械

舗装工 保護砂

取 壊 し 面 積
(V3+V4)/0.9

控除量

舗装取壊し

h1

舗       装        構       成

路

盤

工

埋  戻
土  量

桝

設

置

深

平

均

掘

削

深
切　　断　　工

搬

入

土

残

土

処

理

埋　　　　　　　戻　　　　　　　工

A1=B2×L2

As

K1=(B1＋B2)

×1/2×ｈ×
L2-A1×t

掘削土量

K1+k2-v4/0.9

mm

路　盤

上 幅

埋

戻

砕

石

m

控    除    量

掘削長さ

埋  戻
土  量

掘削土量

K2=
(B1+(h1*0.2+

B1))/2*h1*(L1-

L2))ｈ2

本

管

土

被

り

機　械

V3=(B1+B2)×

1/2×h×L2
-A1×ｔ1-A2
×t2-0.021*L2

-V2

人　力

本

線

掘

削

幅

舗

装

種

別
h=(h1
+h2)/2

取付管

L2=L-

b/2-α

カ

ッ
タ
ー

切
り

掘　　削　　幅

舗装部

下 幅

B2=h×0.2
+0.55

α＝宅内延長

土工延 延 長

既

設

表

層

表

層

工

桝

番

号

延

長
L1=

L+Y-(B/2)

路線番号 単独事業　汚 水 桝 取 付 管 土 工 計 算 書

A2=

B3×L2

V2=

(B1+(0.365*0.2+
B1)/2*0.365-
0.021)*L2



　　30°～60°
個

3 ヶ所

※　一般的に横型汚水桝を標準とする。

90°支管 ∑÷4.0＝ m

2 ヶ所 1 ヶ所

0.420 23 2 2 6.81 2.950 3

2 本 桝平均高さ 0.98 1.0m以下 1.5m以下 2.0m以下

ゴム輪片受直缶(L=4.0m)

331
合　　計

15.50 14.81 14.81

13.37 1.000 111A1 2da 96 大川 3.60 3.37 3.37 ０号人孔取り0.135 11 1 1

０号人孔取り1 1 1 1 11.77 0.800 111A1 2da 95 高橋 6.00 5.77 5.77

10.285 11 1 1.67 1.150 11111A1 2da 94 鹿庭 5.90 5.67 5.67

個 個m 個 個 個 個 個個 本 m m 個 個自在 一般 自在 個 個 個-- 一般 -- 一般 自在 一般

（可とう性）

m m m m 一般

　　75° HL L1 L2 L0 　　90°　　90° 　0°～15°
ｿｹｯﾄ 150 300 450 ICO-HL-X 150-200 100-150 4.00m φ150 MK MKDR φ200

ゴ
ム
輪
片

受
直
管

直

管

・

残

管

桝

深

さ

桝

未

設

置

セ

ッ
ト

塩
ビ
汚
水
桝

桝
高
調
整
管

縦

管

長

取

付

長

合

計

異

径

ソ

ケ

ッ

ト

マ

ル

チ

支

管

ゴ
ム
輪
受

口
カ
ラ
ー

可
と
う
性
人
孔
継
手

自在メカロック
支 管

ゴ ム 輪 受 口 曲 管

横型 縦型 直 管 VU H = H = H =
塩ビ
管用

塩ビ
管用

キ

ャ

ッ

プ

調

整

管

桝

高

さ

桝

蓋

取
付
管
形
式

標
準
型

傾
斜
用

ICO-HKF

路

線

番

号

汚

水

桝

番

号

設

置

個

所

名

取

付

延

長

布

設

長

取

付

管

管    　　材  　　  料  　　  φ １ ５ ０ 汚　　　　　　　　　　　　水　　　　　　　　　　　　桝　

備

考

　汚 水 桝 及 び 取 付 管 数 量 計 算 書 路線番号 単独事業



0.05

22.00

t t1 t2 t3
m m m m m 9.09

03 1

1.000 0.050 0.030 0.370 0.45

03 1

1.000 0.050 0.030 0.370 8.61

03 1

1.000 0.050 0.030 0.370 9.09

0.100

0.000

.
ｍ 桝控除量 = 0.037 m2 普通土1.38

15.50

表層工（本復旧） m2
掘削平均深さ

2.12 4.63 2.54 7.97 9.8922.00 9.09 9.98 2.73 8.614.145 14.690 11.000
路盤工（本復旧） m2合　　計

表層工（仮復旧） m2

路盤工（仮復旧） m2

ｶﾞ ﾗ 処 分 量 m3

取 壊 し 面 積 m2

切　　断　　工 m

未舗装

表層工（本復旧） m2

路盤工（本復旧） m2

表層工（仮復旧） m2

路盤工（仮復旧） m2

m3ｶﾞ ﾗ 処 分 量

取 壊 し 面 積 m2

切　　断　　工 m

ｺﾝｸﾘｰﾄ

路盤工（仮復旧） m2

表層工（仮復旧） m2

4.20 1.74 1.92 0.92 1.65 0.411.390 As 3.330 2.100 0.55 0.82896 M.1-46 3.60 1.65 1.13
m2表層工（仮復旧）

0.90 0.86 1.96 1.88

α=1.00M.1-45

1.609.00 3.64 3.76 0.74 3.44 0.871.290 As 5.730 4.500 0.55 0.80895 M.1-46 6.00 1.65 0.93
路盤工（仮復旧） m2

0.68 2.53 3.74

α=1.00M.1-45

3.48 4.264.30 1.07 3.52 0.85 2.13 1.005.630 4.400 0.55 0.843 8.80 3.71M.1-46 5.90 1.65 1.28 1.465 As94
ｶﾞ ﾗ 処 分 量 m3

α=1.00M.1-45

m
3

m
3

m
3

m
2

m
3

m
3

m
2

m
3

m
3m m m m m mm m m

(V3+V4)/0.9 K1+k2-v4/0.9
取 壊 し 面 積 m2

L ｈ2 h1
h=(h1
+h2)/2

B2=h×0.2
+0.55

A1=B2×L2

機　械

切　　断　　工 mL1=

L+Y-(B/2)

L2=L-

b/2-α

K1=(B1＋B2)

×1/2×ｈ×
L2-A1×t

K2=
(B1+(h1*0.2+

B1))/2*h1*(L1-

L2))

A2=

B3×L2

V2=

(B1+(0.365*0.
2+B1)/2*0.36
5-0.021)*L2B1=0.55

埋　　　　　　　戻　　　　　　　工

路　盤 V3=(B1+B2)×

1/2×h×L2
-A1×ｔ1-A2
×t2-0.021*L2

-V2

V4=K2-

0.037*h1-
0.021*α

土工延 延 長 掘削長さ
As

α＝宅内延長 舗装取壊し

埋  戻
土  量

埋  戻
土  量

下 幅 上 幅 控除量 掘削土量 掘削土量

埋

戻

砕

石

取付管 舗装部 控    除    量舗

装

種

別

既

設

表

層

表

層

工

路

盤

工

延

長

本

管

土

被

り

舗       装        構       成 掘　　削　　幅
カ

ッ
タ
ー

切
り

掘　　　　　削　　　　　工

路線番号 単独事業

桝

番

号

人

孔

番

号

　汚 水 桝 取 付 管 土 工 計 算 書

人　力
機　械 人　力

舗装工 保護砂

桝

設

置

深

平

均

掘

削

深

本

線

掘

削

幅

搬

入

土

残

土

処

理

備

考



合　計 車道 歩道 合　計 車道 歩道

272.3 205.1 205.1 67.2 67.2

688.3 530.6 530.6 157.7 157.7

31.9 24.6 24.6 7.3 7.3

560.4 434.2 434.2 126.2 126.2

2.2 2.2 2.2

127.8 96.3 96.3 31.5 31.5

126.5 95.5 95.5 31.0 31.0

全　　体
補　　助　　事　　業 単　独　　事　　業

路　線　番　号

摘　　　要

式

鉄筋
ｺﾝｸﾘｰﾄ

廃　材
処理工

舗装版
切　断

構
造
物
撤
去
工

舗
装
撤
去
工

各工種で計上

ｍ3

仮舗装3ｃｍ含む

各工種で計上

ｱｽﾌｧﾙﾄ t=3㎝ ｍ

ｍ2

ｍ2

ｍ2

ｍ3

無筋
ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｍ3

鉄筋
ｺﾝｸﾘｰﾄ

黄　線（ｗ＝15ｃｍ） ｍ

ｍ2

表 層 工

路 盤 工

仮

復

旧

工
再生砕石 (t= 12 ㎝）

再生粒調砕石 (t= 15 ㎝）

再生砕石 (t= 37 ㎝）

再生粗粒度　Ａｓ(t= 3 ㎝)

各工種で計上

舗

装

復

旧

工

区 画 線

構造物再利用

再生砕石 (t= 20 ㎝）

再生粒調砕石 (t= 15 ㎝）

白　線（ｗ＝45ｃｍ）

路　面　表　示（ｗ＝45ｃｍ）

細粒度　Ａｓ(t= 5 ㎝)

再生密粒度　Ａｓ(t= 5 ㎝)

表 層 工

路 盤 工

白　線（ｗ＝30ｃｍ） ｍ

舗    装
取 壊 し

コンクリート(t= 10 ㎝）

アスファルト

コンクリート

アスファルト

無筋
ｺﾝｸﾘｰﾄ

コンクリート

道路構造物

ｍ2

ｍ2

ｍ2

式

ｍ2

再生砕石 (t= 10 ㎝）

ｍ2

ｍ2

ｍ2

ｍ

ｍ

ｍ2

付　　　　帯　　　　工
全　　　　　路　　　　　線

細　　別 規　　格

ｍ3

工　　種

種 別

各工種で計上

単位

ｍｱｽﾌｧﾙﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

t=5㎝

t=10㎝ ｍ

各工種で計上

ｍ2不　 陸　 整　 正

ｍ2



単位

+ + + 205.1

+ + + 67.2

+ + +

+ + +

+ 530.6

+ 157.7

+ +

+ +

＊ + ＊ 24.6

＊ + ＊ 7.3

＊ + ＊ + ＊

＊ + ＊ + ＊

+

+

+ 95.5

+ 31.0

+

+

+ 96.3

+ 31.5

+

+

434.2

126.2

+ +

+ +

+ + 2.2

+ +

黄線ｗ＝15ｃｍ

126.18㎡434.23㎡

補助

単独

補助

路盤復旧工(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

補助

単独

補助

単独

路面標示

全体 表層(ｺﾝｸﾘｰﾄ)
t= 10㎝

表層仮復旧(ｺﾝｸﾘｰﾄ部)
ｱｽﾌｧﾙﾄ　ｔ＝ 3 ㎝

本線

路盤復旧工(再生砕石)
ｔ＝37ｃｍ

補助

単独

2.2

67.20

路盤復旧工(再生砕石)
ｔ＝12ｃｍ

単独
図面数値

２次カッター切り

本線 取付

0.0396.34

40.20 2次

2次

2次取付

2次

舗　装　面　積

補　助(Co) 単独（Cｏ）

各工種で計上に含む、
（ガラ処分計算用）

0.13 0.13

本線

本線

8.3ｍ

156.60

舗  装  復  旧  平  面  図  よ  り

0.130.1

取付

取付

0.03

補助

単独

補助

8.3

全　　　体
ガラ処分(ｺﾝｸﾘｰﾄ)

126.18

0.05

0.05

　名　称　：　舗　　装　　工

町道車道部

材　　　　　料　　　　　計　　　　　算　　　　　書
葉中　　　　　号設　 計　 根　 拠 　と　 な 　る　 構　 造　 図 対　照　図　面　番　号

ｍ

名　　　　　　称 算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式

カッター切り(ｱｽﾌｧﾙﾄ)

カッター切り(ｺﾝｸﾘｰﾄ) ｍ

全　　　体
表層取壊し(ｱｽﾌｧﾙﾄ) ｍ

2

単独（As)

本線 取付

数　　　量

単独

路線番号

補　助(As)

全　　　体
表層取壊し(ｺﾝｸﾘｰﾄ) ｍ

2

全　　　体
ガラ処分(ｱｽﾌｧﾙﾄ) ｍ

3

単独

図面数値

434.23

図面数値

単独

補助

単独

補助

仮復旧

本線

図面数値 126.18

ｍ
2

補助

単独

補助

単独

0.13

本線

本線

0.1

取付

ｍ
3

ｍ
2

表層仮復旧(ｱｽﾌｧﾙﾄ
部)

ｱｽﾌｧﾙﾄ　ｔ＝ 3 ㎝
ｍ
2

補助

単独

補助

単独

本線 取付

本線

本線 21.40

取付

取付78.30

10.07取付

ｍ

取付補助 図面数値

取付

ｍ
2

ｗ＝30ｃｍ

本線

本線

ｗ＝15ｃｍ

本線 取付

ｍ
2

全体 表層(ｱｽﾌｧﾙﾄ)
t=  5 ㎝ ｍ

2図面数値

取付

18.04

取付

取付

31.47

31.47

434.2

本線

本線

図面数値 126.2

図面数値 434.23 仮復旧 96.34

ｍ
2本線 78.30 取付 17.17

本線 21.40 取付 9.55

ｗ＝45ｃｍ

ｗ＝30ｃｍ ｗ＝45ｃｍ



Ⅰ．補助事業
1-1.カッター切（ｱｽﾌｧﾙﾄ） 採用値

管路 ｍ ｍ
車道 ｔ＝5ｃｍ 131.80+ 24.80+ ＝ 156.6 156.60

取付管
車道 ｔ＝5ｃｍ 40.20+ ＝ 40.20

立坑 軽量鋼矢板立坑

＝ 40.20
管路

歩道 ｔ＝3ｃｍ ＝
取付管

歩道 ｔ＝3ｃｍ ＝

1-2.カッター切（ｺﾝｸﾘｰﾄ）
ｔ＝10ｃｍ ＝

1-3．表層路盤仮復旧工　：ガラ処分計算用
ｔ＝3ｃｍ Ａｓ部 ㎡
車道 管路 65.90+ 12.40+ ＝ 78.30 78.30

取付管 18.04+ ＝ 18.04
＝ 18.04

ｔ＝37ｃｍ 路盤部
車道 管路 65.90+ 12.40+ ＝ 78.30 78.30

取付管 17.17 ＝ 17.17 17.17

Ｃｏ部
ｔ＝3ｃｍ 管路 ＝

1-4.　路面標示
路面標示実線・ゼブラ

ｍ
黄線 ｗ＝15ｃｍ 2.20+ ＝ 2.20 2.20

ｗ＝30ｃｍ ＝
ｗ＝45ｃｍ ＝



Ⅱ．単独事業
1-1.カッター切（ｱｽﾌｧﾙﾄ） 採用値
開削工 管路 取付管 取付管 ｍ
車道 ｔ＝5ｃｍ 42.80+ 2.40+ 22.00 ＝ 67.20 67.20
歩道 ｔ＝3ｃｍ ＝

1-2．表層路盤仮復旧工　：ガラ処分計算用
ｔ＝3ｃｍ As部 管路 ㎡
車道 21.4 ＝ 21.40 21.40

取付管
0.98+ 9.09 ＝ 10.07 10.07

ｔ＝37ｃｍ 路盤部
車道 管路

21.4 ＝ 21.40 21.40
取付管

0.94 8.61 ＝ 9.55 9.55

路面標示実線・ゼブラ ｍ
外側線

ｗ＝15ｃｍ ＝
停止線

ｗ＝30ｃｍ ＝
停止線 区画線 ダイヤ

ｗ＝45ｃｍ ＝


